
 

 

サステナブル投資ステートメント 

 

東京海上アセットマネジメント(以下、当社)は、資産運用を通じて、豊かで快適な社会生活と経済の発展に貢献

することを経営理念の一つとしています。 

当社は、豊かで快適な社会生活と経済の発展のために、基盤となる社会全体の持続可能性を高めていくこと

が、その前提として欠かせないものと認識しており、すべてのアセットクラスにおいて、ESＧ要素を含む中長期

的な持続可能性を考慮したサステナブル投資を実践します。 

 

◆ サステナビリティ (ESＧ要素を含む中長期的な持続可能性）の考慮 

当社は、投資先（投資先候補を含む。以下同じ）を取り巻く外部環境と状況変化を的確に把握することが、投資

先に対する評価と投資判断を行ううえで必須であると考えています。 

すべての投資先が様々な形で、気候変動等の環境（E）に関する問題、労働や人権等の社会（S）に関する問題、

意思決定の透明性等のガバナンス（G）に関する問題に直面しているといえます。 

こうしたサステナビリティに影響を及ぼす課題について、リスクの抑制に加えて、課題解決に向けた機会を創出

することは、投資先の持続的成長と価値向上にとって重要な要素であり、その取り組みの必要性は一段と高ま

っています。 

 

 
 

当社は、投資先のサステナビリティ課題への対応力を見極め、ESG 情報などを活用した中長期的な視点に立

った投資判断を行うことが、お客様にとっての投資リターンの向上につながると考えています。 

当社は、サステナビリティを考慮する際、投資先の価値創造に重要な情報を「将来財務情報」と定義しています。

「将来財務情報」とは、中長期的な時間軸において財務情報に結実していく情報であり、「将来財務情報」を適

切に認識するために投資先に対する独自調査を継続して実施するとともに、建設的な「目的を持った対話」（エ

ンゲージメント）にも注力します。 

 

 



 
◆ サステナブル投資の実践 

 
 

当社は、「将来財務情報」について調査分析し、その分析結果を投資先の評価と投資判断プロセスに統合する

「ESG インテグレーション」を実践します。企業評価モデルにおいては、ESG に対する取り組み状況をスコア化

し、当社独自のフレームワークを用いて分析評価を行うなど、定性的な評価に止まらず、定量的な評価につな

げることが重要と考えています。今後も引き続き、サステナブル投資の成果を高めるべく、調査分析力と評価

手法の質的向上を図ります。 

また、サステナビリティ課題を主要なテーマの一つとして、投資先との建設的な「目的を持った対話」を実践し、

企業の持続的成長に資するよう努めます。 

 

以上のプロセスを通して、サステナビリティ (ESＧ要素を含む中長期的な持続可能性）を適切に考慮した投資

を実践し、お客様にとっての中長期的な投資リターンの向上を目指します。 

 

 

以 上 


